
1 % １＋２ %

55 91

13 72

57 100

②ＩＣＴ機器
等の活用
★町共通

◎積極的な活用に努めな
ければならない現状であ
る。

【教】ＩＣＴ（大型ＴＶやタブレット）を活用した授業を
実施している。

Ａ　　５０％・８０％以上
Ｂ　　４０％・７０％以上
Ｃ　　３０％・６０％以上
Ｄ　　３０％・６０％未満

B 41 D 45

▼町教委の共通評価項目でありなが
ら、効果的な実践が進まない。今後の
課題である。

46 93

32 86

49 87

35 94

46 83

26 67

33 77

33 100

59 95

33 87

68 90

53 92

84 100

23 74

53 87

達成度判断基準
（１回答・１＋２回答）

判　定

▼教員の意識が７９％から５７％に下
降した。次年度からの研究の方向性
を共通理解し実践を推進していきた
い。（2/17指導主事要請訪問）

①授業力向
上

◎教職員の意識は高まっ
ている。しかし、学力調査
結果の数値的向上には
繋がっていない。

【生】授業がわかりやすい。
【保】わが子は授業がわかりやすいといっている
【教】わかりやすい授業を行うよう工夫し、学力向
上に努めている。

Ａ　　４０％・８５％以上
Ｂ　　３５％・８０％以上
Ｃ　　３０％・７０％以上
Ｄ　　３０％・７０％未満

A
C
A

A
C
A

重点事項
後期学校評価から
（前期との比較等）

具体的取組 内容 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート

A

B

　　　令和元年度　津幡町立津幡中学校　学校評価　＜最終報告＞　　　　Ｒ２．２月

１回答…より肯定的回答　　１＋２回答…肯定的回答　　　◎成果　　▼課題

（１）授業力や学
級経営力を高
める取組

②無言清掃
の徹底

◎無言清掃にはほど遠い
現状にある。（１回答の生
徒の低さ）

◎津幡中学び合いスタイ
ルは徐々に定着し始めて
いる。

【生】生徒の間で、話し合い活動や学び合い活動
をよく行っている。
【教】学び合いを意識した授業実践に努めてい
る。

Ａ　　５５％・９０％以上
Ｂ　　５０％・８０％以上
Ｃ　　４０％・７０％以上
Ｄ　　４０％・７０％未満

C

D

B

A

①教科部会
の充実

◎ロードマップに対する意
識は低い。

【教】教科部会に意欲的に参加している。

【教】教科部会の内容が充実している。

Ａ　　６０％・９０％以上
Ｂ　　５０％・８０％以上
Ｃ　　４０％・７０％以上
Ｄ　　４０％・７０％未満

C

D

Ａ　　４０％・８０％以上
Ｂ　　３０％・７０％以上
Ｃ　　２０％・６０％以上
Ｄ　　２０％・６０％未満

B

B

B

A

（２）学力向上
ロードマップに
基づく取組の推
進

③家庭学習
の充実

◎メディア依存の生徒が
多く、家庭学習が習慣と
なっていない。

【生】家庭学習を毎日している。

【生】自分で計画を立てて勉強している。

Ａ　　６０％・９０％以上
Ｂ　　５０％・８０％以上
Ｃ　　４０％・７０％以上
Ｄ　　４０％・７０％未満

C

D

②津幡中学
び合いスタイ
ル

Ａ　　８０％・９５％以上
Ｂ　　７０％・９０％以上
Ｃ　　６０％・８５％以上
Ｄ　　６０％・８５％未満

D
D
C

A
C
B

B

D

学力向上と道
徳教育の充実

1

（３）道徳授業の
充実

①学校全体
で取り組む
道徳実践

◎教科化に伴う教職員の
意識を高めていく必要が
ある。

【生】道徳の授業が好きだ。

【教】道徳の授業内容を工夫し、積極的な授業実
践に努めている。

A

A

③大きな校
歌

◎指導の工夫が望まれ
る。（本年度より音楽科が
事前指導実施）　１回答
の生徒・教職員の低さ

C

B

◎教科部会への参加意欲は８８％→
９３％と高まっている。引き続き、教科
部会の強化を基盤とした学力向上対
策を進めていきたい。

◎「学び合い意識」から「思考を深める
授業実践」へとステップアップさせた
い。新年度をスムーズにスタートでき
るよう年度内に研究の柱を固めたい。

▼「計画を立てて勉強する」数値の低
さが数年来続いている。「計画を立て
た勉強」の定義を生徒たちに明確に
伝える必要がある。

◎道徳教科化のスタート年である。授
業の質はともかく、教員の意識だけは
１００％となった。

①あいさつ
の定着

◎生徒の意識は低く、粘
り強く指導していかねば
ならない。（１回答の生徒
の低さ）（１）津中生の

「４つの力」を高
める指導の徹
底

＜あいさつ、清
掃、校歌、思い
やり＞

生徒指導の充
実

2

【生】校歌は大きな声で歌うようにしている。

【教】集会などで校歌を大きな声で歌うよう指導し
ている。

Ａ　　５０％・９０％以上
Ｂ　　４０％・８０％以上
Ｃ　　３０％・７０％以上
Ｄ　　３０％・７０％未満

D

A

【生】清掃には無言で真面目に取り組んでいる。

【教】清掃を無言で真面目に行うよう指導してい
る。

Ａ　　５０％・９０％以上
Ｂ　　４０％・８０％以上
Ｃ　　３０％・７０％以上
Ｄ　　３０％・７０％未満

A

A

【生】家庭や学校でしっかりあいさつしている。
【保】わが子は、家庭や学校でしっかりあいさつ
している。
【教】家庭や学校でしっかりあいさつすることを指
導している。

◎二学期以降、校区内６小学校と連
携して「あいさつ運動」に取り組んだこ
とから、生徒の意識はＡ（９５％）と高
まった。

◎１０／１７に福井県永平寺中学校の
無言清掃を視察（船登・堀・城戸）し、
本校の実態に即した無言清掃の確立
に努めてきた。成果は確実に表れ始
めている。

▼毎月の集会で根気強く継続指導を
行っていくしかない。



1 % １＋２ %

達成度判断基準
（１回答・１＋２回答）

判　定
重点事項

後期学校評価から
（前期との比較等）

具体的取組 内容 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート

　　　令和元年度　津幡町立津幡中学校　学校評価　＜最終報告＞　　　　Ｒ２．２月

１回答…より肯定的回答　　１＋２回答…肯定的回答　　　◎成果　　▼課題

55 90

53 93

37 89

57 97

66 98

52 94

81 100

32 93

24 83

82 97

20 79

29 92

25 79

（２）学校評価の
充実

①アンケート
結果の活用

◎より効果的に活用して
いく必要がある。

【教】学校評価アンケート等の結果を参考にし、
改善に努めている。

Ａ　　７０％・９０％以上
Ｂ　　６０％・８０％以上
Ｃ　　５０％・７０％以上
Ｄ　　５０％・７０％未満

C 32 A 96

◎学校教育活動を診断する一つの指
標として、検証等に効果的に活用して
いきたい。

（３）保護者・地
域との連携

①学校行事
への積極的
参加

◎多くの保護者の参加を
目指し、これまで以上に
創意工夫を凝らす必要が
ある。

【保】学校行事や育友会行事に参加している。

Ａ　　６０％・７０％以上
Ｂ　　５０％・６０％以上
Ｃ　　４０％・５０％以上
Ｄ　　４０％・５０％未満

D 10 D 45

▼保護者にとって魅力のある学校づく
りを進める上で、高めていきたい項目
である。育友会の大きな検討課題で
ある。

①小中一貫
した英語教
育の充実
★町共通

◎小学校への積極的な
授業参観に努める必要が
ある。

【教】小学校との情報交換や連携・交流に努めて
いる。（小学校の授業参観（英語）等含む）
　※英語科教員の小学校訪問回数（年間）

Ａ　　年３回以上訪問
Ｂ　　年２回訪問参観
Ｃ　　年１回訪問参観

A A
◎次年度以降も小学校の英語授業を
参観する機会を多く取り入れたい。

②英語検定
受検の推奨

◎英語検定受検者及び３
級以上の取得者数が少
ない。

４技能を３年間で系統的に育成できているかの
指標の一つとして、３年生時の英検３級以上の
取得者数を追跡調査していく。

Ａ　　３級以上　３０％以上
Ｂ　　３級以上　２０％以上
Ｃ　　３級以上　１５％以上
Ｄ　　３級以上　１５％未満

B B
◎受検者数を増やす手立てが必要。
R1：3級25.6%(49人)、準2級2%(4人)
H30:3級17.2%(36人)、準2級1.9%(4人)
H29:3級13.3%(29人)、準2級1.4%(3人)

信頼される学
校づくり

②基本的生
活習慣の定
着

◎思いやりの心について
は下降気味である。継続
指導が必要である。

3

（４）小中連携の
推進

（２）積極的な生
徒指導の推進

◎保護者の肯定的回答は比較的高
い。

①生徒指導
の機能を生
かした指導
（人間関係
づくり）

◎楽しくないと回答してい
る生徒への心的ケアが望
まれる。楽しいと言い切る
生徒割合（１回答）が５
０％を切っている。

【生】学校へ行くのが楽しい
【生】学級は居心地がよい
【保】わが子は学校へ行くのを楽しみにしてい
る。
【教】生徒間や教師との人間関係が温かなもの
になるよう、学年・学級の充実に努めている。

Ａ　　６０％・９５％以上
Ｂ　　５０％・９０％以上
Ｃ　　４０％・８５％以上
Ｄ　　４０％・８５％未満

B
B
C
B

B
B
C
A

◎大きな変化はないが、引き続き、計
画的にエンカウンター等を実施し、温
かな人間関係づくりに力を注いでいき
たい。

【生】友だちには思いやりの心で接している。
【保】わが子は友だちと仲良く学校生活を送って
いる。
【教】思いやりの心で友だちと接するよう指導して
いる。

Ａ　　６０％・９５％以上
Ｂ　　５０％・９０％以上
Ｃ　　４０％・８５％以上
Ｄ　　４０％・８５％未満

A
B
A

A
B
A

（３）問題行動等
への迅速で適
切な対応

①危機管理
意識

◎教職員の危機管理意
識は高くない。

【保】学校は相談や問い合わせに適切に応じてく
れる。
【教】報告・連絡・相談が有効に機能し、情報が
共有されている。

Ａ　　６０％・９０％以上
Ｂ　　５０％・８０％以上
Ｃ　　４０％・７０％以上
Ｄ　　４０％・７０％未満

D

D

A

B

（４）教育相談の
充実

生徒指導の充
実

2

①いじめの
根絶

◎学校生活指導員（新
規）を効果的に活用した
い。

【生】いじめはどんな理由があってもいけないこと
だと思う。
【保】学校におけるいじめの未然防止や早期発
見のための取組が伝わってくる。

Ａ　　９０％・９５％以上
Ｂ　　８０％・９０％以上
Ｃ　　７０％・８５％以上
Ｄ　　７０％・８５％未満

B

D

A

D

◎あらゆる教育活動を通して、思いや
りの心の育成に努めていきたい。人権
意識の低い生徒たちへの粘り強い指
導を大切に取り組みたい。

◎保護者の肯定的回答は比較的高
い。常に危機管理意識を高く持ち続け
対応していきたい。

▼いじめはいけないことと言い切れる
生徒を増やしたい。
▼いじめ防止等の取組が保護者に十
分伝わっていない。今後の課題であ
る。

（１）積極的な情
報発信と学校公
開

①たより、Ｈ
Ｐの充実

◎ホームページの更新は
きめ細かく行われている。

【保】学校は子どもや学校の情報提供を適切に
行っている。
【保】学校からの情報（たより、ＨＰなど）をよく見
ている。

Ａ　　７０％・９０％以上
Ｂ　　６０％・８０％以上
Ｃ　　５０％・７０％以上
Ｄ　　５０％・７０％未満

D

D

A

C



1 % １＋２ %

達成度判断基準
（１回答・１＋２回答）

判　定
重点事項

後期学校評価から
（前期との比較等）

具体的取組 内容 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート

　　　令和元年度　津幡町立津幡中学校　学校評価　＜最終報告＞　　　　Ｒ２．２月

１回答…より肯定的回答　　１＋２回答…肯定的回答　　　◎成果　　▼課題

（１）若プロの計
画的実践

①若プロ
◎ランチミーティング等を
有効に活用し、計画的に
進めたい。

【教】ミニ研修会の内容が充実している。

Ａ　　７０％・９０％以上
Ｂ　　６０％・８０％以上
Ｃ　　５０％・７０％以上
Ｄ　　５０％・７０％未満

D 9 A 91

◎引き続き、主幹教諭を中心として、
全教職員を巻き込んだ若プロ研修会
を企画する必要がある。

（２）ミドルリー
ダーの育成

①ＭＬ研
◎主任会等を通して力を
高めさせたい。

【教】様々な取組について共通理解しながら進め
るよう努めている。

Ａ　　７０％・９０％以上
Ｂ　　６０％・８０％以上
Ｃ　　５０％・７０％以上
Ｄ　　５０％・７０％未満

Ｄ 27 Ａ 93

▼肯定回答の１回答が高い学校組織
づくりを進めたい。職員の意識を高め
なければならない。

（３）企画力・提
案力の育成

①学校経営
ビジョンの浸
透

◎校長の学校経営ビジョ
ンを意識した教育実践と
なるよう働きかけたい。

【教】「魅力のある学校づくり」を意識した教育実
践に努めることができた。

Ａ　　７０％・９０％以上
Ｂ　　６０％・８０％以上
Ｃ　　５０％・７０％以上
Ｄ　　５０％・７０％未満

Ｄ 35 Ａ 94
◎教職員個々の面談シート目標の達
成度と合致している。

①時間外勤
務の縮減

◎昨年度の時間外平均
　　　前期…７３時間
　　　後期…６３時間

【教】時間外勤務時間の平均時間が津幡町の目
標に達している。

Ａ　　平均６０時間以下
Ｂ　　平均７０時間以下
Ｃ　　平均８０時間以下

前期
B

後期
A

前期平均（４～９月）…６５．８時間
後期平均（１０～１月）…５７．８時間

②計画的な
部活動休養
日設定

◎概ね良好な状態であ
る。

【教】部活動で週２日の休養日をとることができ
た。

Ａ　　計画的にできた
Ｂ　　概ね達成できた
Ｃ　　よくできなかった

A 86 A 100

◎概ね良好な運営である。年間５２日
の土日休養日も確保できる状態にあ
る。

③最終退校
時間の遵守

◎退校時間が遅い教職
員の固定化が見られる。

【教】８０時間超えの教職員の割合。

Ａ　　２０％未満
Ｂ　　３０％未満
Ｃ　　４０％未満
Ｄ　　４０％以上

前期
C

後期
B

３３．２％（４～１月）
前期平均（４～９月）…３８．２％
後期平均（１０～１月）…２５．８％

①校務支援
システムの
運用

◎教職員の意識は高まっ
ている。

【教】分業作業を効率的に進めるよう努めた。

Ａ　　５０％・９０％以上
Ｂ　　４５％・８５％以上
Ｃ　　４０％・８０％以上
Ｄ　　４０％・８０％未満

Ｃ 40 Ａ 90
▼引き続き、効率化を目指して取組を
推進させなければならない。

②共有サー
バーの活用

◎サーバーの整理を図る
必要がある。

【教】サーバー内の教材資料が活用しやすい。

Ａ　　５０％・９０％以上
Ｂ　　４５％・８５％以上
Ｃ　　４０％・８０％以上
Ｄ　　４０％・８０％未満

Ｄ 0 D 44

▼今年度から導入された校務支援シ
ステムを含め、整理・活用を計画的に
進めていきたい。

③スクール
サポートス
タッフの有効
活用

◎有効に活用できている
とは言えない。

【教】スクール・サポート・スタッフを活用しやす
い。

Ａ　　５０％・９０％以上
Ｂ　　４５％・８５％以上
Ｃ　　４０％・８０％以上
Ｄ　　４０％・８０％未満

Ｄ 18 D 50
▼様々なデータ集計を依頼できるＳＳ
Ｓが望まれる。

教職員多忙化
改善に向けた
取組の推進

★町共通

5

（１）町の方針に
基づいた取組
の推進

（２）業務の効率
化を図るための
取組の推進

4
教員の人材育
成


